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1. はじめに← 12P、MSゴシック、太字
原稿は、Ａ４版サイズの用紙２枚（図、表、写

真等込み）の分量で作成して下さい。
マージンは上下 25mm、左右 20mm、段間（左

右の段落の間）10mmです。この書式の列数は 40
（全角 20）文字、行数は 46行ですが、調整の必要
があれば各自で行って下さい。
タイトルには、サイズ 14ポイント (P)でMSゴ

シック、太字のフォントを用いて下さい。サブタ
イトル（ある場合）にはサイズ 12PでMSゴシッ
ク、太字のフォントを用い、ハイフォンでくくっ
て下さい。邦文氏名にはサイズ 11PでMSゴシッ
ク、太字のフォントを用いて、発表者の氏名の前
に○印をつけて下さい。英文タイトル（サブタイ
トル）および氏名には、サイズ 11PのTimes New
Roman、太字のフォントを用いて下さい。以上の
項目は、いずれもセンタリング処理して下さい。
本文は二段組みとし、サイズ 11P、MS明朝、

普通の太さのフォントを用いてください。
はじめに（目的）、方法、結果、考察、参考文

献などの順で項目別に記入して下さい。なお、こ
れはあくまでも参考であり、推奨事項です。また
図、表、写真を貼付してもかまいませんが、縦・横
のマージン内に入るようにし、印刷時にモノクロ
のオフセット印刷になることを考慮して下さい。
必ず守っていただきたいことは、紙の大きさ、

上下左右のマージン、文字の大きさ・フォントで
す。

2. 方法
原稿の書き方は前述したとおりです。この書式

を、このまま上書きして使っていただいて結構
です。
原稿は、ÀPDFフォーマットに変換したもの

を E-mailにて「大会事務局宛」に送って頂く方
法と，Á各自が印刷して「大会事務局宛」に郵送
（郵便、宅配便など）があります．ÀはPDF以外
のフォーマッフォーマットは受け付けませんので

ご注意ください．また，PDF化を行った際，文
字化けがないか，PDF化によって解像度が下がっ
ていないか等ご確認ください（PDF化ソフトの
印刷解像度の設定もご確認ください）．Áはレー
ザプリンタなどを用いてきれいに印刷して下さい。
正副３部を印刷し、折れ曲がらないようにし、裏
面にページ番号を鉛筆で薄く入れておいて下さい。
・・・・・・
・・・省略・・・



3. 結果
図、表、写真は、文書とともに直接ワープロ上

で編集することを推奨しますが、直接切り貼りし
た場合は、台紙からはがれないように貼り付けて
下さい。

図 1: 人間工学支部大会の様子

4. 考察
郵便、宅配便での送り先は以下の住所です。

締め切りは、2010年 9月 27日（月）です。
〒 700-8530　岡山市北区津島中３－１－１岡

山大学大学院自然科学研究科産業創成工学専攻知
能機械システム学講座知能システム組織学
日本人間工学会中四国支部事務局　宛

FAX: 086-251-8057
(TEL: 086-251-8057)

E-mail：jes cs@smhf.sys.okayama-u.ac.jp
お問合せはできる限り、E-mailにてお願いたしま
す．原稿は返却いたしません。

　　

5. まとめ
発表時に使用できる機器は，本ホームページに

掲載いたしますのでご覧下さい．
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